



Modalcompositions of granitic rocks and grain sizes of rubblesin
PyrOClastic rocks from Shiroyama，Taishi，Hyogo Prefecture
浪　江　靖　弘＊　中　嶋　弘　行＊＊
Yasuhiro SHIBUE Hiroyuki NAKAJIMA
The present study obtains the modalcompositions of granitic rocks from the Shiroyama areain Taishi
TownofHyogoPrefecture・TheShiroyamagraniticrocksarecomposedofgraniteporphyryandgraphicpor－
phyry．Those porphyries contain quartz monzodiorlite enclaves within them．－
This study also obtains the grain sizesofrubblesinpyroclasticrocks・Whichsurround the Shiroyama
granitic rocks・Pyroclastic rocks have many rubbles of rhyolite，andesite，and sandstone・Those rubbles are
aslargeaslmeterindiameter・Thearealdistributionoftherubblessuggeststhatthosewerederivedfrom
vents within the Shiroyama area．
キーワード：花コウ斑岩，文象斑岩，火砕岩，播磨花コウ岩類






































































































































































































i長径 A B C D E F G H I J K
地点 地点 地点 地点 地点 地点 地点 地点 地点 地点 地点
5cm 以上10cm未満 23 11 7 6 5 5 11 19 11 16 12
10cm～15cm 1 2 9 7 7 6 10 6 7 5 5
15cm～20cm 0 0 2 0 2 3 4 3 6 0 1
20cm～25cm 0 0 0 3 2 2 3 1 1 1 0
25cm～30cm 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0
30cm～35cm 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
35cm′－40cm 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
40cm～45cm 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
45cm以上 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0















































































































































































































































































































































































IUGS(International Union of Geological Science
Subcommission on the Systematics of Igneous
兵庫県太子町城山とその付近に分布する花コウ岩類の鉱物組成と火砕岩中の礫の粒径
表3　石英，斜長石，アルカリ長石の顕微鏡下での特徴。
試料番号と岩 文象 パーサ 斜長石 メル ト 石英 その他の特徴










96111503－2GrP ○ ○ ○ ◎ 黒雲母は他形を示す。
96111508Enc ○ ◎ 等粒状組織が発達 している。
斜長石が自形を呈する。
96111510Enc ○ ◎ 等粒状組織が発達している。
斜長石が自形を呈する。
96121209GrP ○ ◎ 黒雲母は他形 を示す。
96121213QⅢ ○ ◎ 等粒状組織が発達 している。
斜長石は自形を呈する。
平行ニコル下で角閃石は緑色を呈する。
97022501GP ○ ○ ○ ◎
97022503GP ◎ ○ ◎
97022513GP ◎ ◎ ◎
97022516GP ◎ ○ ◎ 晶洞が見 られ，沸石が晶洞内で晶出している。
97022517GP ◎ ○ ◎ ◎ 斜長石の斑晶は自形．を示す。
晶洞が見 られ，沸石が品洞内で晶出している。
97022518GP ○ ○ ◎ ◎ 晶洞が見られ言弗石が晶洞内で晶出している。
97022520GP ○ ○ ◎ ◎
97043001GP C） ○ ◎ ◎
97043002GP ○ ◎ ◎
97061001GP △ ○ ○ ○ ◎ 斜長石斑晶は自形を示す。
晶洞が見 られ，沸石が品洞内で晶出している。
97061002GP △ ○ ◎ ◎
97061003GP ○ ○ ◎ ◎ 斜長石斑晶は自形を示す。
97061004GP ○ ◎ ◎ 黒雲母の縁を緑レン石が取 り囲んでいる。
晶洞が見 られ，沸石が晶洞内で品出している。
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